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整 理 番 号  2023P-047 

補助事業名  2023年度国内スポーツ競技力向上のための補助事業 

補助事業者名  公益財団法人日本オリンピック委員会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

・オリンピック・ムーブメント推進事業は、国民にオリンピックへの関心を高め、オリ

ンピックの価値を体感、理解してもらい、国民一人ひとりがオリンピック・ムーブメ

ント活動を主体的に推進する社会を目指す事を目的とする。 

・オリンピック精神の中でも「Excellence(卓越）」「Friendship(友情）」「Respect(敬意/

尊重）」の3つの中心的な価値を、オリンピアンが直接多くの人々に伝える事により、

その価値が日常生活にも活かせる事を知ることで、オリンピックへの理解と関心を更

に高めていく。 

（２）実施内容（https://www.joc.or.jp/about/keirin/） 

  ①オリンピック教室 https://www.joc.or.jp/event/class.html 

オリンピアン（オリンピック出場

経験アスリート）が教師役となり、

オリンピアン自身の様々な経験を

通じて「オリンピズム」や「オリ

ンピックの価値」等を伝えると同

時に、この価値はオリンピアンだ

けのものではなく、多くの人々が

共有し、授業を通じて日常生活に

も活かすことの出来るものである

ことを学習してもらう事を目的に

中学2年生を対象に実施し、「53校152クラス合計5,076名」の生徒がこの教室に参加。 

 

② オ リ ン ピ ッ ク コ ン サ ー ト 

https://www.joc.or.jp/news/016045.html 

6月23日のオリンピックデーを記念

して全世界で「オリンピックデーイベ

ント」が実施されているが、オリンピ

ックコンサートは、日本独自のもので、

1997年からJOCが主催となりスタート

し、感動的なオリンピック映像と壮大

https://www.joc.or.jp/about/keirin/
https://www.joc.or.jp/event/class.html
https://www.joc.or.jp/news/016045.html
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なシンフォニーオーケストラの共演で開催されている。パリ2024大会まであと１年と

なった今回は、「夢の力を信じて。」 をテーマに開催。 

 

③JOC公式サイト運営・広報誌制作 https://www.joc.or.jp/ 

今年度もSNSを広報のメインツールと位置付け随時更新

し（2023年度閲覧数79万／月）、国際総合競技大会の活動

の他にオリンピック・ムーブメント、選手強化事業、スポ

ーツと環境保全活動等に対する本会の取り組み等を紹介。 

本会の活動については、広報誌「OLYMPIAN」の電子ブッ

クやJOC活動冊子を電子版で掲載。 

 

２ 予想される事業実施効果 

① オリンピック教室 

本事業が継続的に実施されることで、より多くの若者がオリンピックの価値を学

ぶ機会を得ることができます。さらに、他の学校や小学校から大学レベルへのプ

ログラムの拡大により、全国的なレベルまで影響が広がる可能性があります。 

オリンピアンから直接学ぶことで、中学生たちはリーダーシップ、持続性、団結

力などの社会的スキルを発達させることができ、これらのスキルは学業だけでな

く、将来の職場や日常生活においても役立つことが考えられます。 

② オリンピックコンサート2023 

毎年恒例のイベントとして実施することで、スポーツと音楽の融合を通じた異な

る文化間の理解と交流を深める機会を継続的に提供できます。 

これまで蓄積してきたコンサートの知名度が他のアーティストやアスリート、パ

ートナーを引きつけ、より大きな規模でのイベントやより多様な支持を惹きつけ

ることができるようになり、オリンピック精神をより広範囲に伝えることができ

るようになる。 

③ JOC公式サイト運営・広報誌制作 

ウェブサイトの継続的な改善により、より多くの人々がオリンピック・ムーブメ

ントに関連する情報にアクセスできるようになり、オリンピックに対する国民の

関心と理解が深まることが期待されます。 

デジタル化の推進は環境負荷を低減し、より持続可能な広報を実現することがで

きます。また、オンライン上でのインタラクティブなコンテンツやソーシャルメ

ディアの活用により、より国民を引きつけるコンテンツが生成され、フォロワー

とのエンゲージメントが強化されることが予想されます。 

https://www.joc.or.jp/
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３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

該当なし 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人 日本オリンピック委員会 

（コウエキザイダンホウジン ニホンオリンピックイインカイ） 

住   所： 〒160-0013 

東京都新宿区霞ヶ丘町4番2号Japan Sport Olympic Square 13階 

代 表 者： 会長 山下泰裕（カイチョウ ヤマシタヤスヒロ） 

担 当 部 署： 財務・会計部（ザイムカイケイブ） 

担 当 者 名： 副部長 安達 和重（アダチ カズシゲ） 

電 話 番 号： 03-6910-5952 

F A X： 03-6910-5960 

E - m a i l： k-adachi@joc.or.jp 

U R L： https://www.joc.or.jp/ 

https://www.joc.or.jp/

